
【東日本大震災津波からの復興加速化プロジェクト研究　研究計画書】
	（研究プロジェクトの要旨）
※計画書中の例示・注釈文(青文字)は申請時に削除してください。

	題名
	

	研究代表者
	所属
	
	役職
	
	氏名
	

	研究期間
	平成○○年□□月～平成××年△△月
研究期間終了は、平成30年3月までの範囲で記載してください。

	研究費計画
	総研究費　　　　　千円　　(1年目：　　　　千円、2年目：　　　　千円)

総研究費は、上限3,000千円/年で記載してください。

	研究内容
キーワード
	研究内容を端的に表すキーワードを3～5つ以内で自由に記載してください。
例）生活・雇用、地域コミュニティ、保健・医療・福祉など

	研究実施

フィールド
	市町村・地域を記載してください。


	
	
	
	

	【研究プロジェクトの要旨】
※どのような問題に取り組み、どのような成果創出を目標としているのか、また、その取り組みをどのような体制･計画で実施いようとしているのか、要点をまとめてください。
■研究の背景
■目指す成果
■研究計画と体制



　※　審査委員が理解しやすいように記載してください。必要に応じて図や表も用いてください。
Ⅰ.研究プロジェクトの構想
Ⅰ-１．研究開発プロジェクトの計画
１－１．解決すべき問題および研究プロジェクトの必要性
　※　本構想の対象となる地域等において解決すべき具体的な問題及び予測される将来の問題を、客観的な根拠に基づいて提示し、提案する研究プロジェクトの社会的必要性を記載してください。
１－２．研究プロジェクトが目指す成果
　※　研究期間内にプロジェクトが創出しようとする成果について、具体的に記載してください。
１－３．東日本大震災からの復興への貢献
　※　東日本大震災津波からの復興に向けて、提案するプロジェクトの成果が果たしうる役割を記載してください。特に岩手県をはじめとする県内行政機関におけるどの復興施策に対応するものか記載してください。
１－４．研究プロジェクト実施の準備状況
　※　現時点での研究チーム間、研究チームと協力者との関係性の構築状況、その他予備的な知見やデータを記載してください。
１－５．研究プロジェクトの具体的な内容と計画
（１）研究プロジェクトの実施方法
　※　研究プロジェクトの実施方法がわかるように、どのような方法で、何をするのかを具体的に記載してください。
（２）研究プロジェクトのスケジュール
　※　研究プロジェクトの主なスケジュールを記載してください。項目は内容に従って適宜設定してください。
＜記載例＞
	項目
	平成27年度
(H27.5～H28.3)
	平成28年度
(H28.4～H29.3)

	○○特性の解析
	
	

	○○モデルの構築
	
	

	データの取得・解析
	
	

	○○手法の開発
	
	

	社会実験の実施
	
	

	評価実施と効果検証
	
	


（３）研究プロジェクトの実行可能性
 ※　提案する研究プロジェクトが実行可能であることを以下の項目について根拠を明らかにして記載してください。
・経済的効率性（費用対効果）
・研究遂行力
・研究への協力者の確保
・研究プロジェクトを実施する上での障がいと解決策
・特記事項
１－６．研究プロジェクトを実施する上での倫理的な問題
　※　研究プロジェクトを行う上で、研究計画に対する倫理審査の必要性の有無及びその理由、また、倫理審査の対応計画を記載してください。
１－７．成果の評価方法
　※　提案する研究プロジェクトで創出される成果をどのように評価するつもりか、その評価方法を記載してください。
Ⅰ-２．研究プロジェクトの成果の活用・展開と将来展望
２－１．成果の他の地域等への展開・実装の可能性
　※　創出された成果が将来的に他の地域等へ展開可能であるか、また還元するものであるか等、社会実装における具体的な展望を記載してください。
２－２．プロジェクト終了後の持続可能性
　※　プロジェクト終了後の成果の普及・展開の道筋を、プロセス、実施主体、経済的な持続性・効率性、地域のニーズ等の観点から記載してください。
Ⅱ.研究プロジェクトの実施体制
Ⅱ-１．実施体制の構成図
※ 研究プロジェクトの実施体制については、採択後に見直しをお願いすることがあります。
※ 研究グループの構成が簡単に分かるように、A4用紙1枚 に図示してください。研究実施者以外の協力者がいる場合には、協力者との関係も記載してください。
※ 様式は問いませんが、役割、相関関係をわかりやすく示してください。
※ 各グループの分担する研究の項目のほか、それぞれのグループでリーダーとして中心的な役割を果たす方の氏名を記載してください。
※ 研究代表者がグループのリーダーを兼ねても結構です。

＜例＞
Ⅱ-２．研究実施者および協力者
２－１．研究プロジェクトの実施者
＜記載例＞
	氏名
	所属
	役職
	エフォート
	実施項目

	研究代表者
○○ ○○
	○○学部
	教授
	○○%
	統括／○○の方法論の構築、評価

	○○ ○○
	○○大学
○○学部
	准教授
	○○%
	○○の方法論の構築、評価

	○○ ○○
	○○大学
○○学部
	講師
	○○%
	○○のデータ解析

	○○ ○○
	○○市役所
○○課
	課長
	
	○○の面での評価

	
	
	
	
	


・エフォートには、実施者の年間の全仕事時間を100%とした場合、そのうち当該研究開発プロジェクトの実施に必要となる時間の配分率（%）を記載してください。
・エフォートは研究機関に所属する方のみ記載してください。(学生、地域団体の方は不要です。)
・実施者の行は必要に応じて追加してください。
２－２． 研究プロジェクトへの協力者
　　※　実施者は実際に研究を行う人であり、協力者とは異なります。研究プロジェクトの実施者との間での、これまでの協力関係の有無を記載してください。
＜記載例＞
	氏名　所属　役職
（または組織名）
	本研究プロジェクトへの協力内容
	これまでの
協力関係の有無

	○○　○○　△△大学
△△学部　教授
	○○に関する助言、協力
	有

	○○　○○
△△会社　△△部長
	データ提供
	無

	○○　○○
△△市役所　△△部長
	○○に関する助言、連携調整
	無

	○○　○○
NPO法人△△　代表
	○○に関する助言、連携調整
	有

	
	
	


Ⅱ-３．関連する取り組みリスト（研究代表者）
※A４用紙１枚でまとめてください。
	氏名
	

	〈経歴〉
※学歴や職歴、取り組みや研究開発の内容について簡単に記載してください。


	〈主要な実績〉
※近年実施した取り組み、著書、学術論文、雑誌・新聞投稿記事等の成果のうちこの提案内容に関連するもの5件以内を選んで、現在から順に実施・発表年次を過去に遡って記入してください。研究代表者本人が代表者・筆頭著者のものについては頭に＊印を付けてください。
＜著書・学術論文等の成果の場合＞
（著者（著者は全て記入してください。）、発表論文名、掲載誌、巻号、ページ、発表年）
＜取り組みの成果の場合＞
（実施主体、取り組みの概要、実施した場所、実施期間、成果等を記載してください。）



Ⅱ-４．関連する取り組みリスト（研究実施者）
※ひとりにつきA４用紙１枚以内でまとめてください。
	氏名
	

	〈経歴〉
※学歴や職歴、取り組みや研究開発の内容について簡単に記載してください。


	〈主要な実績〉
※ 近年実施した取り組み、著書、学術論文、雑誌・新聞投稿記事等の成果のうちこの提案内容に関連するもの5件以内を選んで、現在から順に実施・発表年次を過去に遡って記入してください。グループリーダー本人が代表者・筆頭著者のものについては頭に＊印を付けてください。
＜著書・学術論文等の成果の場合＞
（著者（著者は全て記入してください。）、発表論文名、掲載誌、巻号、ページ、発表年）
＜取り組みの成果の場合＞
（実施主体、取り組みの概要、実施した場所、実施期間、成果　等を記載してください。）



Ⅲ.研究費の見込み
Ⅲ-１．研究費の見込み（プロジェクト全体）

	科目
	H28年度

(H28.5～H29.3)
	H29年度

(H29.4～H30.3)
	全体

（千円）

	謝金
	
	
	

	旅費
	
	
	

	研究用資器材
	
	
	

	図書
	
	
	

	印刷費
	
	
	

	通信連絡費
	
	
	

	使用料･賃貸料
	
	
	

	委託料
	
	
	

	負担金
	
	
	

	その他
	
	
	

	合計(千円)
	
	
	


Ⅲ-２-1．研究費の見込み（1年度）
	科　　　　目
	支出予定額
	支出予定額の内訳

	謝　　　　　金
 eq \o\ad(旅    費,　　　　　　　)
 eq \o\ad(研究用資器材,　　　　　　　)
（消耗品購入）
（備品購入）
 eq \o\ad(図書,　　　　　　　)
 eq \o\ad(印刷費,　　　　　　　)
 eq \o\ad(通信連絡費,　　　　　　　)
使用料、賃借料
委　　託　　料
 eq \o\ad(負担金,　　　　　　　)
 eq \o\ad(その他,　　　　　　　)
	円

	≪内訳の記載例≫
謝金の場合）
　分析データ入力　＠0000円／日×3人×5日
旅費の場合）
　東京0000円（1泊2日）×1人×3回
　　　現地経費　　　　0000円×0日
　　　宿泊料　　　0000円×0泊
備品の場合）
　メーカー、具体的製品名、見積金額
※他の科目についても積算を詳細に記載のこと。


	合    計
	
	


Ⅲ-２-２．研究費の見込み（２年度）
	科　　　　目
	支出予定額
	支出予定額の内訳

	謝　　　　　金
 eq \o\ad(旅    費,　　　　　　　)
 eq \o\ad(研究用資器材,　　　　　　　)
（消耗品購入）
（備品購入）
 eq \o\ad(図書,　　　　　　　)
 eq \o\ad(印刷費,　　　　　　　)
 eq \o\ad(通信連絡費,　　　　　　　)
使用料、賃借料
委　　託　　料
 eq \o\ad(負担金,　　　　　　　)
 eq \o\ad(その他,　　　　　　　)
	円

	≪内訳の記載例≫
謝金の場合）
　分析データ入力　＠0000円／日×3人×5日
旅費の場合）
　東京0000円（1泊2日）×1人×3回
　　　現地経費　　　　0000円×0日
　　　宿泊料　　　0000円×0泊
備品の場合）
　メーカー、具体的製品名、見積金額
※他の科目についても積算を詳細に記載のこと。


	合    計
	
	


Ⅲ-３．特記事項
※ 費目間の比率は最適なものをお考えください。但し、特定の費目が研究費総額の50%を越える場合は、その理由をお書きください。
Ⅳ.他制度での助成等の有無
※ 研究代表者および研究分担者が現在受けている、あるいは過去3年以内に受けた国の競争的資金制度やその他の研究助成等制度での助成等について、制度名ごとに研究課題名、研究期間、研究費の額、役割等を記入してください。
〈記載例〉
1 研究代表者氏名：　○○　○○
	制度名
	課題名
	研究代表者
	期間
	研究費（期間全体）
（千円）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


1） 現在受けている、または過去3年以内に受けた助成等について、研究費（期間全体）が多い順に記載してください。

2） 「研究費」は、プロジェクト全体の金額を記載してください。
3） 必要に応じて行を増減してください。
2 研究分担者氏名：　○○　○○
	制度名
	課題名
	研究代表者
	期間
	研究費（期間全体）
（千円）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


1） 研究分担者については、この提案内容に関連する研究課題についてのみ、現在受けている、または過去3年以内に受けた助成等について、研究費（期間全体）が多い順に記載してください。

2） 「研究費」は、プロジェクト全体の金額を記載してください。
3） 必要に応じて行を増減してください。
岩手県立大学地域政策研究センター





・全体会議の実施（月１回）


・WSの実施（適宜）





プログラム提案





提案


・


助言





○○グループ


リーダー：


実施項目もしくは役割：





○○グループ


リーダー：


実施項目もしくは役割：





フィードバック





意見・情報交換





研究代表者　及びその率いるグループ


リーダー：


実施項目もしくは役割：





○○グループ


リーダー：


実施項目もしくは役割：





○○グループ


リーダー：


実施項目もしくは役割：





資料５-１
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